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               審   査   の   要   旨 
 
 著者は、生育初期のダイズにおける相反する非生物学的ストレスである冠水と乾燥に着目して、両ス
トレスによる障害を改善することを目指した。形態学的、植物生理学的、タンパク質科学的、さらに情
報科学的手法を駆使して、包括的かつ綿密に解析している。特に、両ストレスによる障害の発現機構の
相違を明らかにするために、プロテオミクス解析技術を導入し、ストレス特異的、時期特異的、器官特
異的、細胞内小器官特異的に詳細に解析した点において新規性がある。さらにプロテオミクス解析から
得られた結果の内、カルシウム情報伝達およびタンパク質プロセシングの関与に着目し、生化学・分子
生物学的に検討を加えた点が独創的である。冠水と乾燥の両ストレスにより変動するピルビン酸脱炭酸
酵素がカルシウムにより支配されていることを明らかにし、一方で、染色体地図を作成することにより、
ダイズにストレス耐性を付与する技術につなげようとした点は、高く評価される。 
 平成２９年７月２４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
